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卷
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(

ニ
九
八.

)

.
■
論
、
0

英
國
の.强
制
徵
兵
制
度
'

〉

，

る
政
府
の

.遣
方
の
失
敗
ゃ
'就
中
資
本
家
と
勞
働
者
と
の 

き
國
家
の
問
題
に
對
し
て
責
任
を
感
ず
る
念
の
雜
か
つ 

、
る
不
幸
な
る
結
果
を
齎
ら
し
た
の
で
あ
る
。然
し
前
述

勝 施 國 う は 反 重  

利 は 人 然 當 對 大  
を 多 が し 初 に に  

獲 少 古 乍 所 も し  
る の 來 ら 要 係 て  

爲 困 の 徵 の. は 隨

に 難 傅 兵 兵 ら っ  

切 に 說 制 員 す 、 て 

に 遭 習 度 を 政 自  

其 遇 憤 の 獲 府 己  

の す に 價 て は の  

成 る 反 値 最 遂 地  

功 も し は 後 に 位  
を の れ 實 の 强 責  

祈 i る 施 勝 制 任  

る 覺 ー 後 利 的 の  

も 悟 種 の を に 重  

の せ の 成 博 徵 き

ね 革 績 す 兵 こ  

ば 命 如 る す と  
な を 何 の る を
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ニ六

間
が
疎
隔
し

て
、
直
接
自
家
に

®]
係
な 

の
原
因
が
幅
湊
し
て
か 

者
も
今
や
漸
く
時
局
の
，
 

た
の
み
な
ら
す
、彼
等
の 

で
あ
る
か
ら
、英
國
政
府 

固
く
し
れ
こ
と
で
あ
ら 

ら

る
、

間
題
で
あ

る
誕 

る
か
ら
、强
制
徵
兵
の
實 

我
が
同
盟
諸
國
最
後
の 

稿
了)

た
事
や
、種
々
 

の
如
く
勞
働 

悟
る
に
至
つ 

事
に
し
た 

信
念
を

益 

に
依
て
決 

行
ラ

の
で 

ら
ぬ
。我
輩

で

b
る

月

日 は あ せ 々 の

戰

後

の

：經

濟

：的

萆

新

(

三)

マ巧
.人*ハパ•へ<

1

將
來
に
於
け
る
獨
塊
兩
國
の
經
濟
的
接
近
が
果
し
て
如
何
な
る
形
式
の
下
に
、如
何
な
る 

法
に
よ
り
て
齎
ら
さ
る
可
き
や
に
就
き
て
は
、先
づ
此
間
題
研
究
の
前
提
と
し
て
、

j

面
、現
诗

於
け

る
獨
塊
雨
國
の
經
濟
的
發
達
を
考
量
す
る

i

共

に
、
他

面
、
以

上
兩
國
の
現
時
に

於 

濟
的
關
係
を

觀

察
す
る
の
必
要

あ
り
、
1̂
、前
者

申
、獨
逸
方
面

0.
經
濟
的
發
達
に
就
き
て 

「

.へ
ル
フ

，

リ
ヒ

」

及「

ハ
ル

ム

ス」

の
著
あ
る
を
以
て
論
者
は
專
ら

塊
國
方
面
の

經
濟
的
發 

.き
て

考
察
を
試
み
ん
と
欲
す
。

(

註)

"

註 

W
H
. 

K. Helfferich, G
e
r
m
a
n
y

w*E
c
o
n
o
m
i
c

 Progress and National w
e
a
l
r
l

ooss-1913.

B. Harms,waiser, 

Wilhelin II. u
n
d

 die Triebkriifte 

d
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soziallund'wirtschaftslebens,

鲂
十
怨

(

一
一九九

)
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0

戰
後
の
經
濟
的
苹
新
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最
.近
，十
年
間

^
於
け

'る
'換
國

0

經
：濟
的
發

_

を
見

"る
に
、之
れ
^
各
方
面
に
亘
り
て
其
膨
腺 

の
著
し
き
も
の
ぁ
う
、例
^
同
國
に
於
け
る
採
炭
額
の
壻
加
に
就
き
て

見
る

に
、千
九
西
ニ
年
に 

三
億
三
千
一
百
八
十
萬
莳
に
過
ぎ
ざ
り
し
も
の
が
：千
九
西
十
二
：年
に
，は
四
億
ニ
千
一
百
七
十 

萬
財
と
な
う
、其
間
約
ニ
十
七

「

ハ
ー
セ
ン
ト

」

の
®
加
と
な
れ

b
、t

に
以
上
办
採
炭
额
を
大
別
す 

れ
ば
黑
炭
は
一
億
一
チ
四
十
萬
瓧
よ
り

一

億
五
千
八

.百
莴
瓱
：に
、褐
炭
は
ニ
傲
ニ
千
一
西
四
十 

莴
瓧
よ
り
ニ
億
六
节
ニ
西
八
十
萬
砑
と
な
れ

1

、又
、生
鐵
の
產

.額
は
以

.上

.の
年
度
間
に
九
百
九 

十
萬

®

よ
り
千
七
百
六
十
萬

^

と
な
り
て
約
ニ
倍
の
增
加
を
來
れ
し
、綿
花
の
消
费
额
は
同
じ 

く
廝
年
度
間
に
於
て
六
十
萬

「

メ
ー
タ
ー
ッ
.そ
ン
ト

.
ネ

1/r
よ
り
ニ
宵
ニ
十
萬

「

メ
ー
タ

ー

ッ 

< 
ン
 

ト
ネ
ル

」

に
增
加
し
、各
種
工
業
品
の
輸
出
額
は
同
じ
く
同
年
皮
間
に
於
て
十
億
三
千
四
西

0

/
 

ロ
ー

ネ」

よ
り

十
七
傲
こ
千
六
百
四
十
萬

「

ク
ロ

1

ネ」

に
增
加
せ
り
、

尙

ほ
同
國
に
於
け

る

工
業
其 

漭
の
經
營
狀
鱗
に
就
，き
て
觀
察
す
る

K

鐵
鑛
業
の
如
き
伞
業
集
中
の
結
果

i

し
て
其
數
二
十 

ニ
よ
り
十
六
に
減
少
せ
る
も
の
ぁ
る
に
不
拘
、一
般
に
エ
場
數
は
增
加
發
達
せ
り
、即
ち
千
九
莨

三
年
に
一
萬
ニ
千
百
十
一
に
過
ぎ
ざ
う
し
も
の
が
、千
九
百
十
二
年
に
は
一
萬
六
千
九

w

ニ
■十 

九

1

な
れ
り
、殊
に
共
發
逮
の
著
レ
き
方
面
と

.

し
て
.

は
、金
屬
工
業

.に
於
て
千
ニ
西
三
十
六
よ

b

千
六

W

三
十
四

i

な
り
、機
槭
、器
具
の
製
作
に
於
て
七
西

2

十
31

よ
り
千
西

JU
ハ，十
四
と
な

^S、

木 

H

業
に
於
て
千
百

5£
十

.ニ
よ
り
千
六
茛
七
十
四

i

な
り
、
*

謨
及

「

セ
ル
口
ィ
ド

」

に
關
す
る
製
造 

業
に
於
て

''
ニ
ナ
よ
り
四
十
九

i

な
り
、織
物

H

業
に
於
て
ニ
千
二
百
六
十
四
よ
り
ニ
千
七
吉 

九
十
ニ
に
、衣
類
及
毛
皮
品
製
造
業
方
面
に
て

H
.百
九
十
六
よ
り
七
西
七
十
兰
に
誕
紙
藥
に
於 

て
六

0

三
十
五
よ
り
八
百
ニ
十
に
、食
料
品
に
關
す
'る
製
造
業
に
於
て
千
九
百
七
十
ニ
よ
り
ニ 

千
三
百
六
十

1

に
、化
學
工
業
に
於
て
七

W

五
十

1

よ
り
九
百
九
十
に
、增
加
發
達
す
る
に
至
れ 

り
、斯
く

.の
如
く
同
國
に
於
け
る

H

業
的
發
達
の
著
し
き
も
の
ぁ
る
と
共
に
ニ
面
、同
國
に
於
け 

る
銀
行
資

’金
の
如
き
も

.千
九
耳
一
一
年
に
於
て
八
億

】

千
三
百
四
十
萬

「

ク，ロ 

I
ネ」

に
過
ぎ
ざ
り 

し
も
の
が
、千
九

f
B十
一
年
に
は
十
二
僮
五
千
三
百
萬

「

ク
ロ
ー
ネ

」

に
增
加
し
、從
つ
て
之
れ
が
出 

資
额
も
同
年
度
問

•に
於
て
兰
億
七
西
苺
ク
口
丨
ネ

」

よ
り
十
 

一■，偉

三

千
ra
W

七
十
萬

「

ク
口
丨
ネ

」 

に
增
加
せ
り
、徂
、同
國
に
於
け
る
株
式
會
社
の
發

.達
に
就
き
て
は
、®
©
兩
國
に
此
し
て
寧
ろ
劣 

れ
る
や
の
觀
ぁ

K

m

み
に
以
上
三
國
に
於
け
る
株
式
會
社
の
數
及
資
本
を
比
較
す
る
に
左
の 

如
し

。
/ 

.
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太

.利 

旬 

资
木
額
 

数

m

年

數

资 牙  

本
利

額

獨
m

數

西览「

ク
V
丨ネ」 

i 

二
七
四
、九

.

七

,
瓦
海「

グ
ダ
ー
ネ」

ニ
三
四
、〇
 

ニ一
四
！11

0

賢

本
額

.
可
沉「

ク
V
丨
ネ
，
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八
八
六
三
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六

1

八
九
六
四
四
九
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一
 

五七七、〇

.

ニ 
ニ

九

,
六
2

、31
三七ー

.ニ
_

:

七
九
八
六
、八
 

1

九
〇
六
六
〇
九

.

ニ
范
八
七
、
ー

一

八

九

2£
. 

二1
U
1

七
、六

:E
o
五I

:;
:
ハ
四
〇
九
、〇 

1

九一
〇七

o
九
.

璧
芄
四
、

四ニ
五八

a

1

九
七
九
*
一
 

五
ニ
九
六 

ー
;/
1
三
九
ー
ー
*
五 

1

•九
ニ
ー 

七
八
〇
.

四
一
七
七
、
ー

ニ

九

九

八

.ニ
五
四一 .

、七

5E
四
1ニ 

ニ
〇
ニ
1
|六
、七

(
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40.

蓋
、塊

■，國
に
於
け
る
株
式
會
社
の
發

‘達
を
組
害
せ

.
る
源
因
は
主

.と
し

.て
、課
税
の
過

®

な
る

K
 

に
ぁ
り
、即

ち

普
通
、純
：益
の
.十「

パ
ー
セ
ン

ト」
に
當
る

.國

.税
以
外
に
高
率
な
る
附
加
税
ぁ
り
、

31
‘に
 

千
九
否
十
四
年
以
來
は
總
て
株
式
會
社
の
重
役
は

.其
配
當
の

‘.
.幾部
分
を
徵
せ
ら
る

V

こ
と
ぐ 

な
り
、同
國
に
て
，は
之
れ
を

T
a
l
m
e
a
b
g
a
b
e

と

0

せ
り
、斯
く
の

.
如
き
過
重
の
負
擔
は
實
に
同

H
 

に
於
け
る
株
式
會
社
成

立
難

.の
訴
え
ら
る

、
所
以
な
り
と
す
、之
れ
を
要
す
る
に
塊
國
が

X

* 

國
と
し
て
將
來
發
達
の
氣
運
を
造
る
上
‘に

は
、自
.か
ら
長
所
と
共
に

0

听
の
存
す
る
ぁ

b
、̂f
c

、つ
. 

提

f

の
/方

r
;よ
'
.
K
V觀
.察
す

.ゐ

.

.に

.、戰

.後
、同

.掘

.

.

.
を

-:
1

て
ェ
業

.的

.活
動
を
な
さ

.

.し

.

.む
る
爲
め

.

.に

.

.は
、讲

來
丈
其

4

逄
费
を
節
減
せ
し
め
ざ
る
可
か
ら

.ず
、此
點
に
於
て

「

ァ
：ル
.

」

ベ
ン

」
方
面
の

水
力
は
極
め 

て
10
:

要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
，に
し
て
、專

P9
家
の
說
に
ょ
れ
ば

】

年
問
を
通
じ
て
仪
凓
の 

變
M

ガ
カ
の
大
小
等
多
少
欠
點
の

#

せ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
き
も
、然
か
も
地
方

^

に
M
 

7
の 

水
力
を
分
割
せ
す
し
て
尊
ら
之
れ
を
集
合
し
て
遠
距
離
の
大
都
會
に

給
付
す

る
に
讼
て
は
名 

能
力
は
ニ
西
萬
馬
力
以
上
に
達
す
ベ
し
と
云
ふ
、今
、假
卜
に

一
埸
カ
を
以
て
十
人
の
勞
力
に

H 

當
す
る
も
の

i

す
れ
ば
約
ニ
千
萬
人
の
勞
働
者

*を
補
.充
せ
し
こ

i

、
な
る
、加
ふ
る
に
闾
國

J 

開
戦
前
ょ
り
エ
業
敎
育
の
進
步
せ
る
國
家
と
し
て
有
名
に
し
て
、殊
に
最
近
の
計
窬
に
な
る
エ 

0

手
工
學
校
の
如
き
は
、明
か
に
同
國
に
於
け
る
之
れ
が
迤
步
を

.示
せ
る
も
の
な
り
と
す
、而
し 

て
同

g

ヵ
此

*

面
に
於
て
重

.要
視
す
ゐ
點
は
單
に
學
校

ft

の
敎
育
に
あ
ら
ず
し
て

、
.

.ろ
專

l«
J
 

響
家
を
し
て
出
來
：丈
け
其
附
近
の
地
方
又
た
は

3 1

業
地
の
勞
働
に
從
事
せ
る
職
エ
或
は
.小 

企
業
家
等
に

H

業
■上
の

.新
智
識
を
普
及
せ
し
む
る
爲
め
巡
囘
講
演

.を
な

さ
し
む
る
i

共
に
、又
、
 

二
方
に
は
無
報
酬
に
て
彼
等
の
諮
問
或
は
注
文
に
應
じ
、時

'
に
圖
'案

、
模

塑

等

の

康

覽

龠

を

催

し

、

I

勞

働

上

の

新

方

法

、
新

S

、新
原

5

に
f

 

T
も
I

丈
け
■
篤
に
說
明
の
勞
を
と
る

を
常
と
せ
り
、斯
く
て
同
國
の
エ
業
が
最
近
、著
し
く
聲
借
を
高
め
し
こ
と
は
之
れ
を

M

國
に
ゆ
、

奶十
f

 

(

三〇
l

e

臨
說
戦
後
の
經
濟
輩
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笫
十
怨

§
0

5

腧
‘

m

-
戦
後
の
經
濟
的
苹
新

‘ 

_ 

S

1號

•
§
-
.
,

け
ゲ
硝
子
製
造
寒
及
陶
器
業
等
に
就
き
て
鬼
る
を
得
可
く
、殊
に
.是
等
商
晶

0

^

^
は
戰
役
俞

.
 

旣
に
北
米
合
衆
國
方
面
に
輸
出
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
と
す
、两
し
て
以
上
、述
“

が
如
き
長
所 

4

共
に
、同
國

H
:

業
の
發
爾
を
阻
害
す
る
，要
素
も
亦
た
：少
し
と

せ
.：

ず
、其(

第

I

は
塊
國
が
獨
逸
一
に 

比
し
て
其
消
锻
能
力
の
發
達
せ
ざ

る

こ

と
な
り

と

す
•試
み
に
兩
國
•の
富
に
就
き
て
比
較
す
る 

に
獨
逸
が
.約
三
千
億
麻
を
有
せ

る

に
«

し
て

*

匈
兩
圃
は
僅
か
に
千
ニ
茛
六
十
億

「

ク
ロ
！
ネ

J 

に
し
て
之
れ
を
人
ロ
一

 

人
に
就
き
て
見
る
時
は
爾
考
の
四
千
.百
麻
•に
對
し
て
、後
者
は
僅
か
に 

其
ニ
分
ノ
一

 

即
ち
ニ
千
四
茛
七
十

「
ク
ロ

1

、ご
に
達
せ
ず
、斯

く

の
.如
く
兩
國
の
間
に
は
某
富
力
，
 

に
於
て
著

.し
き
相
違

0-
存
す
る
と
共

S

國
ば
'獨
逸
に
比
す
れ
ば
地
勢
：上

.交
a

の
不
便
な
る 

如

き

も

、

又
、同
國
の
工
業
を
阻
害
す
る
源
因
た
り

。

\

今
軾
み
に
、最
近
に
於
け
る
塊
句
對
獨
逸
の
輸
出
入
關

V

係
を
見
る
に
左
の
如
し
。
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九
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九1
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塊匈兩國
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り樹‘逸
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對
す
る
輸
出

百
與
廊

七
五
九
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三
九 

八
ニ
九
，

瑰
旬
兩
國
の
獨
逸 

方
面
i
り
の
輸
入

八
ニ一

九
一
七 

I 

o
l
r
r
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百
■萬
麻

W
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五
八
o

六芄六 
八
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四
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九
三1

(
註)

If
f
し
て
以
上
の
表
は
明
か
に
最
近
、獨
逸

;9
澳
.句
兩
國
方

W

に
於
け
る
經
濟
的
狻
展
の
織
ん 

な
る
を
示
す
も
の
に
し
て
、現

.に
千
九

.
F
十
“年
ょ

‘
.
&
千
九
百
十
三
年
の
間
に
於
て
約
三
十

「

パ
1 

セ
ン
ト

」

の
增
加
と
；な

.れ
，ぅ
、之
に
反
し

.て

.澳
'匈
雨
：
_

方
®

の
努
力
；か

同

.年
度
間
に
於
て
僅
十

「

パ
 

.

1
セ
ン
ト

」

以
-上
の
增
加

：

を
示
さ
ざ
る
こ

i

は
、余

.輩
を
以
て
之

.れ
を
見
れ
ば
與
間
、主
と
し
て
ニ 

個
•の
沥
因
の

.存
す
る
が
如
し

.即
ち
第

.1

.の
源
因
と
：し

.て
は
鹿
：產
物
の
轍
•'出
額
が
漸
次
減
少
す 

:

る
'

に
至
り
し
こ
と
な

!

す
、例
.者
、小
麥
の
輸
出
額
の
紺
き

千

九
百

六

年

に
一
は
十
九
萬
五
千

五 

メ 

*
.タ
I

.ッ 

'ふ
ン
ト
ネ
ル

j

に
達
せ
 

>
も
の
が
、千
九
西
十
三
年
に

.は
崔

‘
.か
に
：五
亩
，五
十
三 

r 
メ
ー
タ
ー

.ッ』

シ

ト
.ネ
ル

」

と
な

.り
、即

：ち

前

後

ギ

九

苗

六.年
：，ょ

り

肀

九_西
平
.三

年

.
に
M

る
迄
、
® 

逸
方
0

ょ

M
y
0輸

入

六

十

，六.萬
九
.
a
九
十
七

r 

メ1

タ

1

•ツ 

' 
ン
ト

ネ
ル

」

'に

對
し
、®

出
：
.は

只

だ

僅

'力
に
二

•十
.六
ー
莴
：九

千

六

十

1
「

メ

ー

タ
1

•ッ
^

ン
，ト
ネ
ル

」

に及
： .

び
し
一
に
へ
過
：ぎ

ず

海

く
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如

き

1

4

年
•の
將
©

に
獨
逸
方

Kf
f

i
 

&輸
入
の

#

す
る
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i
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す
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.，に
：し
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に

户

九
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匕
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轉
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メ
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タ
ー
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ネ

ル
_

s

年

に1
g

て

千1

メW

三

十

八 

奶

十

饴(

H

p
's
論

說

，戦
後
の.經
濟
的I
 

.望

號

璧



- ••T

屯 m  

m 織 

物物

■

切
：i
w

M

逸
！！

對
t

る
..輸
出
，
：

。
塊
旬
方
，
如
に
獨
逸
：
ふ
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挪
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ニ
ハ
五
 

一
七
.
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n
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. 
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J. 

八
先

谘
十
猞

(
n
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〇

六)

論
說
戦
被
の
經
浒
的
苹
浙

, 

.

S

1
跳
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H
四
■

r 
メ

ー

タ

ー
•ッ
X

ン
ト
ネ
ル

」

を
輸
入
せ
り
ゼ
他

«

麥
は
千
九

S

六

^

及

其

翌

尔

に

，於

け

る

獅

逸

. 

'»

者

の

不

作

の
.場

合

：
に
：
.於
.て
：多
少
輸
出
一
额
の

「

®

加

を

見

，し

の-み
、
に「

レ
.て

他

：
は
，
漸

：
次

〖

減

，
少

し>木
.
 

麥

.0
如

き

ぁ

穀

物

：
關
；税
の'影
響
を

' 受
け
て
■約
字
額
：に
癖
少
じ
忒
家
密
の

.，輸
出
高
の

.如

き
も

 ̂

九

西

十
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ニ

年

に

：
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：
六

：
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ニ
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坪

罔

十
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惯

格

；
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：
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類

及

家

畜

輸

出

额
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減

少

は

大
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:0
:
場
#

の
*]
き
.榖
#

]»
.樹
の
影
響
は

.別
'と
し
て
、主
と
し
.て 

換
ゝ
國
：方
面
に
於
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る

人

々

の
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加

4

同
國
土

.業

の

發

.

.
鏵-;
1」

り
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&

し
購
賣
カ

_の
堦
加
.
.と
が
.農 

0

物
及
肉
類
消

.费

额

；
を

增.加
甘
し

^
、丽
し
て

'

「

消
*
;额

の

ぃ

增

加
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'
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上
、兩

.種
の
價
袼
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騰
貴
.せ 

し
む
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免

&
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方
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：
ょ

り

國
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輸

；出
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：
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尚
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へ
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.
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兩

國

：
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入

'
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を
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：
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、
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年

現
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と

す
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六
、
八

紹

織
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五、八
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令

訃
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二
.七，

r
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表

1
)
.

.

0

以

上

の

方.
.面

お

於

て_

逸
.方

面

ょ

、
レ

の
6

.出

，«
換
.：
匈

爾

國

为10
|
.ょ
.り

の
.輸
.出
.に

比

，
し

：て

：
三 

千
五

更
.

ニ
'.十
萬

麻
多

：く
'

次

ぎ

に
/製

苹

品

，及

鱗

尊

類

：に

猶

て

：，雨

者

，

‘の
：
取
.切

は

：友
0
.如

し

。
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塊
甸
方
而

i
り
猢
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へ
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輸

出

塊
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方
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へ
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逸
ょ
リ
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輸
入
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七
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〈

丧
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即
ち
此
方
而
に

.於
て
獨

€:
の
，塽
匈
を
凌
想
す
る
こ

4

0

千

九
^
.九
.十

^

莴

與

次

ぎ

に

木

細
 

丁；類
に
於
，て
燠
匈
方
而
ょ
り
の
輸
出
千
ニ
西
ニ
十
萬
麻
に
對
し
獅
逸
方
而
ょ
り
の
輸
入
は
ニ 

r

H
萬
麻
、陶
器
類
に

^

^
爾
者
；の

」

1
吞

1

子
類 

に
て
ば

‘前
'求
の
九
十
ニ
黹
麻
に

«

し
後
漭
は
六
诃
十
ニ
馮
麻
、双

^

類
に
て
前
考
の
ニ

7|
五
十

奶

十

怨(

三
〇
七〕
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說

枧

後
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濟
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莴
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七
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七
*

T
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席
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に

紙
類
及
紙
氣
品
に
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：前
者
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S

し
S

.

は
1
1

千
四
耳
四
十

离

麻

、M

に
.鐵

製

品

及

諸

器

槭

の

部

に

於

て

兩
 

の
免
し 

*
塊

旬

カ

而

為

謹

へ

の

輸

出

五
W

四
十
离
麻 

漭
の
肷
別
は
左

绒
及
鐵
製
ぬ 

金
觸
製
 ̂

諸
器
械
其
他

合

If

W

鹆
麻 

八
、九

ニ
0
*
0

艽
、八

.鈸
材
料
1
2
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半
鸱
品

辱

I

命
褪=1 

賭
器
械
其
他

胃

七

此
方
®
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於

て

塊
匈
の
獨
に
及
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ざ
る 

，
輸

出
W

八
十
萬
麻
に
對
し
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逸
方
而
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塊
句
方
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へ
獨
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ぶ
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輸
入
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^
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三
六
、八
五

四
ニ
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1

五
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ニ
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五

ニ
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八
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£

約

.

〗

億
八
千

J
i
n

一
 

十

六
¥

*
其「

他

樂

器

類 

の
樂
器
.及

|&
1-
1

の
‘輸
入
は
一
一
.千

七

百

七

十
^

麻
>
 

又
、染

料

、̂
學
エ

m

品
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#

水
等
の
輸
出
は
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一

千

五

百

萬

麻
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し
、®

逸
方
面
よ
り
の
愈
入 

は
化
學

H

業
ロH

の
み
を
以
て
す
る
も
三
千
四
百
五

+.
五
萬
麻
の
多
き
に
達
し
，其
他
细

^
、«

a 

及
蒸

^
は̂
合
し
て
ニ

t

H
_
r
h
濟
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»

ほ
C

に
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*
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匈
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K
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1
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ぁ
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を
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す
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以
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ゼ
者
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取

引
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係
に

於‘
て

獨

逸
の

填
匈
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後

M
す

約

四
億

千

七

a
五 

十
商
麻

而

し
て

九
百
十
三
年
に
於
け
る
獨
逸
の
對
外
的
取
別
の
總
额
ば
約
ニ
冉
十
億
麻
、邡

巾
.

坱

何

雨

國
i

の
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取
引
は
約
ニ
十
傥
麻
な
る

を

以
て
全
取
引
の
十

「

パ
ー

セ

ン
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x
塊
匈
兩
國
の
千
九
打 

十
二
年
に
於
け
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對
外
的
總
取
引
は
六
十
ニ
億
五
千
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ク
 

十
五
億
麻
即
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之
れ
が
全
取
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1

额
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四
十
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パ
ー
セ

豹

ロ
, I

ネ」
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し
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獅
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i

の
収
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ン
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せ
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、以
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岡
®

の

戰
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の
塊
國
に
と
り
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極
め
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®
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な
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す
る
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と
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知
る
を
^
:
可

表
！
、I

Dr. 

W
.

 

s. 

S
.

PMIippovicr
E
in W5rtscllaf

5r"
u
n
d

 zo.*Jvel,band 

NWJSSCn. Deutschland und-oestcrreol—unqani.

銷

十

卷
Q

l

o九)

諭
說
戦
俊
の
純
濟
的
苹
新


